


4 基の炉跡

強い熱を受けた炉跡

慎重に土器を
掘り出しています。
慎重に土器を
掘り出しています。

竪穴建物 9　(10m×10ｍの規模 )

　今年度の調査では、5棟の古墳時代前期の竪穴建物を検出しました。そのうち 4棟は
強く被熱した炉跡を有し、床面で金属反応が確認されました。このことから、これらの

竪穴建物では過年度調査でみつかった竪穴建物と同じく鍛冶をおこなっていたと思われ

ます。鍛冶工房は互いに重複することなく建てられ、利用されていたようです。建物内

部からは、煮炊き具と考えられる土器だけでなく、鍛冶作業に使われた敲石や砥石、そ

して勾玉などが出土しました。

出庭遺跡 主要遺構配置図（S=1：1,250）

竪穴建物 10・11（5.6m×5.2ｍの規模）

鍛冶の様子（想像図）

竪穴建物 21 から出土した敲石

出土した勾玉

竪穴建物 21

これまでの調査を通じて、みつか

った古墳時代前期の竪穴建物の床

面積は最大で 100㎡、最小で 9.24

㎡と大小様々なものがみられます。

また炉の構造や土坑の配置には複

数のパターンがありそうです。

　古墳時代中期になると、辻遺跡

と出庭遺跡でみつかった鍛冶工房

の建物規模や屋内遺構は、画一的

になります。

　中期の画一的な鍛冶工房と比べ

て、前期に建物規模や屋内遺構に

バリエーションがあることから、

前期は鍛冶の方法や工程等を含め

て試行錯誤していた段階にあった

ことが分かります。

竪穴建物 20

竪穴建物内から出土した土器

竪穴建物 22

竪穴建物 24

竪穴建物 18（3.3m×3.2ｍの規模）

土器土器 調査の様子




